
平成２４年度

広島県中学校「総合的な学習の時間」研究大会

平成２４年１０月１０日
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本年度の在籍生徒数・学級数

男 子 女 子 計 学級数

１ 年 １４１ １３６ ２７７ ８

２ 年 １６１ １４４ ３０５ ８

３ 年 １５１ １４９ ３００ ８
特別支援
学級 ２ ２ ４ １

合 計 ４５５ ４３１ ８８６ ２５

平成２４年 １０月１日現在

※特別支援学級在籍生徒 １年女子２名 ２年男子２名 4



本校の学校教育のねらい

ＥＳＤ（持続発展教育）

学校教育目標

明るくたくましく、自ら考え実行し、思いやりの
ある生徒の育成

みんなが幸せで平和な社会を実現するため
に、自分が何をすべきか何ができるかを考え
実行する生徒の育成



探究的な学習を志向した

「総合的な学習の時間」の取組
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提言型探究活動



新学習指導要領のねらい

・ 基礎的・基本的な知識・技能の習得

・ 知識・技能を活用して

課題を解決するために必要な

思考力・判断力・表現力等の育成

・ 主体的に学習に取り組む態度

（学校教育法３０条２項）



「総合的な学習の時間」

問題の解決や探究活動に
主体的，創造的，協同的に
取り組む態度を育てる
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本校生徒の実態

○素直で明るく落ち着いた学校生活をお
くっている。

○基礎的・基本的学力は概ね身に付いて
いる
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基礎基本定着状況調査（平成２３年度）



全国学力・学習状況調査結果（平成24年度）
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本校生徒の実態

○「自ら考え実行する力」が弱い

○自己存在感・自己効力感・自己有用感
が低い
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ＥＳＤ（持続発展教育）のねらい

みんなが幸せになれる社会の実現化

持続可能な平和な社会の担い手づくり

今の私たち何ができるか・これから先
何をすべきか



ＥＳＤシステムマップ

教科

特別活動

道徳

総合的な学習
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平成２４年度 広島市立古田中学校 ＥＳＤカレンダー ３年生 2012.6.11

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国 語

社 会

数学

理 科

Ｂ Ｂ Ｂ

英 語

総 合

言 数

特別活動
（生徒会活動
学校行事
学級活動）

道 徳

音 楽
美 術

保健体育

技術家庭

その他

【ＥＳＤカテゴリー分類記号】

前 期 後 期

月・学
期

教科領域

G批評
文を書
く

E人間と社
会の関わ
り
（故郷）

B地球環
境・宇宙の
資源

B火
山や
地震
と生
活

A日本とイギリスの意
外な関係（学校の
チャイムとＢｉｇＢｅｎ）

E戦争の犠牲と
なった動物たち

B生活と環境のかか
わり（消費生活・３
Ｒ）

Bエネルギー資源
の種類（再生可能
なエネルギー）

B校内ボランティア清掃
（学級単位）

E碑前祭参加（執行
部・原爆の子の像）

E折り鶴の取り組み

B緑の羽根募金 B校内ボランティア清掃
（部活単位）

Eゲルニカ
（生きる）

Eキング牧師の闘い

Aカンボジア支援

E平和への提言
８．６集会

C食料自給率（広島の食
材を守れ・地産地消）

E平和への誓い
（自分で平和への誓いを考える）

B環境を悪化させない取り組み
（広島市の自動車対策を提案しよう）

F人口問題・少子化対策
（未来のための提案）

G論理的思考（相
似の利用）

B地域ふれあい清掃E平和行進清掃ボランティア
（二葉中と連携，執行部）

D剣道（武道）

作文コンテスト（１０点の中から１人１課題選択・応募）
（Ｅ：全国中学生人権作文コンテスト，Ｆ：”社会を明るくする運動”作文コンテスト，Ａ：ＪＩＣＡ国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト，Ｆ：税についての作文，他６点）

E平和で持続可能な
社会に向けて（市教
委平和教育プログラ
ム）

E幼児の生活（児童憲
章・子どもの権利条約）

D総合芸術（バレエ・オペラ）

D音楽史ルネサンス美術鑑賞・
日本文化との相違

F国際社会と
世界平和（パ
レスチナ問
題）

E核兵器
をめぐる
世界の現
状（市教
委平和教
育プログ
ラム）

E二度の世界
大戦と日本

D現代社会と生活・
文化・考え方

グローバル化
少子高齢化
文化の意義
伝統文化

E原爆の写
真に寄せて
（挨拶）

F情報化社会の可
能性と困難（ネット
時代のコペルニク
ス）

Gポートフォ
リオを編み、
語り合う（三
年間の歩
み）

Bクリーンエ
ネルギー

E健康な生活と病気予防
健康の成り立ち・健康問題・感染症とその予防・共に健康に生きる社会・ＷＨＯ

G論理的思考
（平方根）

G論理的思考（２
乗に比例する関
数の利用）

B日本の火山 B日本のごみ問
題（５Rs)

Bクローン・遺伝子
組み換え

G論理的思考（式
の計算の利用）

Gインタビューし
よう（My

P rojec t）

Eマザーテレ
サの功績

Fわたしたちの成
長と家族・地域

課題の設定 → 情報の収集 → 整理分析 →A地域の方や海外の人々に提言をしよう
プレアエンハイスクール（カンボジア）
イクスプローリスミドルスクール（アメリカ）

G文章の
形態を選
んで書こ
う

D地域の文化
を体験し、その
価値を知る

EFカンボジアや
ヒロシマの歴史
を知ろう

G日本の技術力

G新聞の
社説を比
較する

G学級シンポジウム

B食物連
鎖・窒素
の循環

A山本敏晴さんのボ
ランティア活動（一
番大切なものは？）

E国際平
和に向け
ての取り
組み（市
教委平和
教育プロ
グラム）

E被爆体験
「My Hiroshima」

B理科室ペレッ
トストーブ

D日本文化紹
介（マンガ、
けん玉）

D人権と共
生社会に
ついて考え
よう

よりよい社会をめざ
して（持続可能な社
会の探究・レポート
作成・社会参画）

G推敲し
て文章
を磨こう

G記者会
見型ス
ピーチを
する

Gもっと
「伝わる」
表現を目
ざして

G話し合い
を効果的
に進めよう

G社会へ
の提案を
まとめる

AE隣人愛
（温かい
スープ）

Bイオン化
傾向とダニ
エル電池

B酸性雨は
ｐＨ５．６以
下の雨

B身のま
わりにあ
る力の分
解の利用

Bいろいろ
なエネル
ギーとそ
の移り変
わり

Bエネル
ギー資
源とその
利用

B多様な
エネル
ギーを求
めて

B微生物を
利用した水
の浄化（下
水処理場）

B地球温
暖化（水
質汚濁・
大気汚
染）

B科学
技術の
利用と
環境保
全

B持続
可能な
社会を
つくるた
めに

Bかけ
がえの
ない地
球のた
めに

B探究
の道し
るべ
（研究
活動）

G学習の記
録（数学マ
イノート）

G数学の探究
（√２は分数で
表せない？）

G生活と
数学（調
理器具
のなか
の数学）

G標本調査
とその利用
（学校外での
時間の過ご
し方）

B生活と数学
（地球温暖化
問題を関数で
考えよう）

G数学の
探究（折り
紙で考え
よう）

G数学の
歴史（算
額につい
て知ろう）

AD世界での日本
食の広がり（回転
寿司）

D英語
で茶道

G伝統文化を
説明しよう
（My

Projec t）

G自己ＰＲしよ
う（My

P rojec t）

E人間の育ち
の始まり

G国際的なスポーツ大会とその役割・人々を結びつける
スポーツ・スポーツと環境

Bエネルギーの有効利
用（電気自動車の利点
と欠点）

B製品のライ
フサイクル（３
Ｒ）

B農産物に関す
る物質循環とエ
ネルギー使用
の移り変わり

B生物育成技
術と食生活
（ニーズ・無農
薬・輸送手段）

D国歌「君が代」D日本の伝統音楽（雅楽・
能）

G創作（アンサンブル
の楽しみ）

G曲のよさをプレゼン
テーションしよう

A世界の諸民族の音楽
Aポピュ
ラー音楽
（ロック・
ジャズ）

A国境を越
えて影響し
合う音楽

BE福島ひ
まわり里親
プロジェクト

Cメッセージを伝える（健康ポスター） D日本の伝統美術（浮世絵・水墨画・鳥獣戯画）
G空間表現（ランプの
デザイン）

G数学のレ
ポートを書こ
う（三平方の
定理のいろ
いろな証明）

E認知症に
ついての理
解学習

G学級目標づくり G生徒総会に向けて

Eもっとも悲しむべきこと
は（マザーテレサ）

B生活委員会
省エネナビ

エネルギー問題
を考えよう

Aユニセフ募金（ユニセフ
広島支部と街頭募金）

Aカンボジアとの交流
（スカイプを利用して）

Aリアル大人子ども熟議
（オデッセイスクール・

東雲中と）

Aカンボジアとの国
際ミィーティング① Aカンボジアとの国

際ミィーティング②
A提言発信

（オデッセイ・イクス
プローリスへ郵送・
Ｅメールを利用）

EF戦後の日本の課題
・教育（すべての子どもに
教育を）

・冷戦から学ぶ
・高度経済成長の光と影

ABEよりよい未来に向けて
（日本の国際的役割）
・ＰＫＯ
・環境問題

B摩擦力
を小さく
する工夫

ＥＳＤカレンダー
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総総 合合

言言
語語

・・
数数

理理
運運

用用
科科

特特
別別
活活
動動

道道
徳徳
のの
時時
間間

教教

科科

等等

横横 断断

１学年

環境

２学年

食
震災

３学年

平和

社会への貢献社会への貢献

活動との統合活動との統合

思考・判断・
表現力

思考・判断・
表現力 知の総合化知の総合化

心との統合心との統合

総総

合合

的的

なな

学学

習習

のの
時時

間間

探 究探 究

横横 断断

横断横断横断横断

横横 断断
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『生きる力』

自ら課題を見つけ、学び、考え、主
体的に判断し、よりよく問題を解決
する資質や能力

知識・技能を活用した「探究的な学習」



提言を発信する

「私は～する」
「私たちで～しよう」
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震災に関わる社会問題の解決を考えよう
（２年：１７ｈ）

平和な社会の実現のための提言を発信しよう
（３年：３５ｈ）

地球環境の課題を自分たちの生活をもとに考えよう
（１年：１５ｈ）

学習内容

19

食や飢餓に関わる社会問題の解決を考えよう（１８ｈ）



第１学年 第２学年 第３学年

論理
（内容）

根拠を明確にし
て理由を示す

提言・理由・根拠の
整合性
・根拠の妥当性
・整理分析の手法
・根拠の量

提言・理由・根拠の
整合性
・根拠の妥当性
・整理分析の手法
・根拠の量

表現
（方法）

意見交換会
（資料を示して説
明）

ポスターセッション
（資料や発表の手順
を工夫した提案）

対象に合わせて
発表方法を決める
（相手意識や目的
意識を持った論理
的な発信）

公開授業の
学習段階

表現の段階
（プレ発表会）

表現の段階
（プレ発表会）

整理・分析の段階
（中間検討会）

各学年のスパイラルアップ
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探究的な学習４つのサイクル 21

学習方法



課題の設定のポイント

身近な生活や社会の問題から自分が
「解決したい」意識を持って研究テーマ
を見つける

研究の見通しを持つ
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ポートフォリオファイル（全学年）

ポートフォリオタイム
（週１回、終学活）
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温暖化と地球（１年生）
課題への気づき

ゲストティーチャーの活用 24



震災についてパネルディスカッション
（２年生）課題への気づき
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平和について考える～広島平和文化センター リーパーさん～
（３年生）課題への気づき
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課題設定（２年生）
課題へのいろんなつながり
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＜研究テーマ＞
電力不足の解決のためには、
原発しかないのだろうか

＜提言＞
これから原子力発電所をなく
していき、環境に優しいエネ
ルギーによる発電をしていく
べきだ

＜情報①＞
自然エネルギー

＜情報④＞
他県や外国の政策

＜情報③＞
原子力発電所の難
点

＜情報②＞
人々の気持ち

＜情報⑥＞
たくさんの人々
の気持ち

＜情報⑤＞
いろんな発電方法

課題の設定から情報の収集へ
（２年生）仮説を立てる

研究の見通し（仮説）
28



情報の収集のポイント

情報材料の特徴を活かす

情報を肯定的・批判的の両面から捉える

・通信（スカイプ・Ｅメール・手紙など）

・検索，収集（ポートフォリオ・実験、

観察・インターネット・図書室など）

・直接（アンケート・インタビューなど）
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学校にてゲストティーチャーにインタビュー
（２年生）情報収集
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福島県半田さんとのスカイプ通信
（２年生）情報収集 31



平和公園にて外国の方にアンケート
（３年生）情報収集
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平和公園にて日本の各地の方々にインタビュー
（３年生）情報収集
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整理・分析のポイント

集めた情報のから必要なものを選び、
考察を加えて、提言の根拠とする

提言に向けて、根拠を明確にする

情報 いる or いらない？

表・グラフ・図式にするなど・・

34



○言語・数理運用科とのリンク

・比較して考える

・分類・整理して考える

・関連付けて考える

・類推的に考える など

提言の根拠・理由情報
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整理・分析（１年生）
集めた情報をつなげる

自分たちの提言

根拠４
砂漠化を防ぐには

根拠３
森林伐採との関係根拠２

「砂漠化の原因

根拠１
「砂漠化とは」
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まとめ・表現のポイント

説得力がある
わかりやすい

発信内容

発信方法

発信対象

37

コミュニケーションやディスカッションを通して他者
の意見を聞き、自分の考えを修正する



根拠 理由

説
得
力

提言

表
現発信対象

１年生 韓国留学生

２年生 ＡＰＵ留学生（修学旅行）

３年生 対象を自分で決めていく

行動
みんなが幸せで平和な社会の実現
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成果

・本校総合的な学習の時間の
ねらいの確立

・生徒の変容
・教師の協同性

39
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・社会の関心が低い
協同して活動していない生徒（１割強）

※今後の指導展開の工夫

※継続した研究推進

41

課題

・韓国，APU留学生との交流への見通し
や楽しみがまだ持てない生徒（２割強）



ご静聴ありがとうございました
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